
  

 

 

 

 

 

「抗菌薬適正使用が、患者を守り、医療を守る。」 

手指衛生などの標準予防策と同様にAMR（薬剤耐性）対策を！ 

感染管理認定看護師  前竹 明美 

 

 

 

季節の変わり目  「ゆらぎ肌」対策していますか？ 

皮膚・排泄ケア認定看護師  城戸香織 

 

・花粉が皮膚につくことで 

アレルギー性の炎症を 

起こすことがあります 

⇒花粉皮膚炎 

 

暖房などにより隠れ脱水 

になっていることがあり

ます  

おむつの中は湿潤環境 

になっています 

⇒おむつ皮膚炎のリスク 

⇒褥瘡発生のリスク 

ご自身の普段の肌ケアとして、

水分をこまめにとったり、洗顔

もこすらず、化粧水・乳液に加

えて美容液やパック・・・ 

普段から肌トラブルが起きない

ようケアをしていませんか？ 

くまもと県北病院 

認定看護師だより 

第30号 2026年3月発行 

認定看護師会 

春こそ保湿ケア 

予防は肌のバリア機能を保つこと 


